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22
年
11
月
に
国
連
貿
易
開
発
会
議

（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
が
新
た
な
報
告
書
と

し
て
『
一
目
で
わ
か
る
商
品
・
産
業
用

ヘ
ン
プ
特
集
』
を
発
行
し
た
（
図
１
）。

こ
れ
ま
で
も
国
連
機
関
は
医
療
用
大
麻

や
嗜
好
用
大
麻
に
関
す
る
報
告
書
を
多

数
発
行
し
て
き
た
が
、
１
９
９
０
年
代

か
ら
欧
州
や
カ
ナ
ダ
で
環
境
と
健
康
に

や
さ
し
い
と
注
目
さ
れ
て
き
た
「
産
業

用
ヘ
ン
プ
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の
報
告

書
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

興
味
深
い
の
は
、
報
告
書
の
発
行
元

が
開
発
途
上
国
の
貿
易
、
投
資
、
開
発

の
機
会
を
最
大
化
す
る
支
援
を
行
な
う

国
連
機
関
で
あ
る
こ
と
だ
。
近
年
、
南

米
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
も
ヘ
ン
プ
栽
培

の
合
法
化
が
広
が
っ
て
い
る
現
れ
で
あ

る
。
同
報
告
書
で
は
、
過
去
に
は
竹
や

カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

農
産
物
の
ほ
か
、
燃
料
電
池
原
料
や
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、
金
な

ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

国
際
的
な
統
計
が
実
態
に
　

全
然
追
い
つ
い
て
い
な
い
！

報
告
書
は
６
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
（
表
１
）。

第
２
章
で
は
、
ヘ
ン
プ
の
一
般
的
な

用
途
と
そ
れ
ら
が
国
際
的
な
生
産
・
貿

易
統
計
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
を
論
じ
て
い
る
。
ヘ
ン
プ

の
国
際
貿
易
に
お
け
る
法
的
地

位
は
、
１
９
６
１
年
麻
薬
単
一

条
約
第
28
条
第
２
項
の
「
専
ら

産
業
上
の
目
的
（
繊
維
･
種

子
）、
園
芸
上
の
目
的
に
は
適

用
し
な
い
」
と
明
記
さ
れ
、
薬

物
規
制
の
対
象
外
で
あ
る
。
専

ら
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
で
あ
る
Ｔ

Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ

ビ
ノ
ー
ル
）
の
濃
度
基
準
で
規

制
し
て
い
る
が
、
各
国
の
法
律

に
よ
っ
て
０
・
２
～
１
・
０
％

の
範
囲
で
差
が
あ
り
、
国
際
的

に
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
国
連
加
盟
１
９
３
カ

国
の
う
ち
、
報
告
書
に
記
載
の

あ
る
ヘ
ン
プ
栽
培
国
は
40
カ
国

で
、
用
途
別
に
繊
維
が
28
～
30

カ
国
で
、ヘ
ン
プ
シ
ー
ド（
子
実
）

が
14
～
16
カ
国
と
い
う
。
ヘ
ン

プ
は
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
幅
広

い
気
候
で
栽
培
で
き
る
が
、
日
本
の
よ

う
に
ま
だ
法
律
で
栽
培
を
原
則
禁
止
し

て
い
る
国
も
多
い
。
ま
た
、
こ
の
連
載

で
は
51
カ
国
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
栽

培
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
国
の
状
況
は

国
際
的
な
統
計
情
報
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。

理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
繊

維
目
的
の
生
産
量
し
か
入
手
で
き
な
い

た
め
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
統
計
に
基
づ
く
ヘ
ン
プ

栽
培
面
積
（
19
年
）
は
全
世
界
で
約
８

万
ha
だ
が
、
子
実
目
的
の
栽
培
が
盛
ん

な
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
デ
ー
タ
は
含
ま
れ

て
い
な
い
（
図
２
）。
ま
た
、
国
際
貿
易

統
計
に
は
、ヘ
ン
プ
繊
維
、ヘ
ン
プ
く
ず
、

ヘ
ン
プ
糸
し
か
項
目
が
な
い
た
め
、
ヘ

ン
プ
シ
ー
ド
や
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル
な
ど
の

食
品
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
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表１：報告書『一目でわかる商品・産業用ヘンプ特集』の概要
第１章 

はじめに
報告書の概要

第２章 
背景

定義と分類法の提示、植物特性と生態学的特性の説
明、最新の用途の紹介、ヘンプ生産を規制する国際
条約の評価

第３章 
バリュー 
チェーン

生産者が直面する用途別の制約、加工段階の用途別
の課題と付加価値、消費者の関心が市場動向にどの
ように影響するかの検討

第４章 
需要と供給

生産の実態とデータ（繊維と子実の用途別）、ヘンプ
製品の国際貿易に関する情報、関税と非関税措置

第５章 
価格

FAO統計やそのほかの情報源によって公表されたヘ
ンプ原料・製品の取引単価と価格

第６章 
政策提言

ヘンプの開発を促進するために政府が検討するべき
政策課題（持続可能性、産業政策）
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嗜
好
用
と
の
区
別
は
急
務

そ
し
て
、
日
本
の
ヘ
ン
プ
産
業
の
振

興
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
の
が
、

第
６
章
の
政
策
提
言
だ
ろ
う
。
特
に
注

目
し
て
ほ
し
い
政
策
分
野
は
、
情
報
、

規
制
の
枠
組
み
、
持
続
可
能
性
、
産
業

戦
略
の
４
つ
で
あ
る
。

な
か
で
も
「
嗜
好
用
大
麻
と
産
業
用

ヘ
ン
プ
の
明
確
化
」
と
「
品
質
保
証
」

に
つ
い
て
は
、
ど
の
国
で
も
大
き
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て「
ヘ

ン
プ
の
法
的
地
位
と
嗜
好
品
で
あ
る
大

麻
の
法
的
地
位
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
、
各
国
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

明
確
化
す
る
こ
と
で
、
国
内
の
生
産
者

が
法
的
措
置
に
巻
き
込
ま
れ
る
金
銭
的

リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製

品
に
見
ら
れ
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
（
低

価
格
、大
衆
化
）
の
先
に
、原
産
地
呼
称・

地
理
的
表
示
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
生

産
者
を
守
り
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
尊

重
し
た
生
産
を
実
現
す
る
「
テ
ロ
ワ
ー

ル
」
の
醸
成
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
報
告
書
の
仮
訳
（
全
84
頁
）

は
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
の
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

https://w
w
w
.hokkaido-hem

p.net/
resource.htm

l

製
品
（
医
薬
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
）

の
流
通
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。

市
場
調
査
会
社
に
よ
る
ヘ
ン
プ
関
連

品
目
の
貿
易
総
額
（
20
年
）
は
約
50
億

ド
ル
（
約
７
０
０
０
億
円
）
と
推
定
さ

れ
て
い
る
が
、
国
際
貿
易
統
計
で
は
４

２
０
０
万
ド
ル
（
58
・
８
億
円
）
で
し

か
な
い
。
国
際
統
計
の
正
確
性
に
問
題

が
あ
る
と
い
う
指
摘
と
と
も
に
、
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
に
本
拠
を
置
く
ア
ユ
タ
ヤ
銀

行
の
研
究
部
門
「
ク
ル
ン
グ
ス
リ
・
リ

サ
ー
チ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
の
デ

ー
タ
を
引
用
し
て
、
ヘ
ン
プ
の
市
場
規

模
は
、
27
年
に
は
２
兆
６
０
４
０
億
円

と
20
年
の
5
倍
以
上
に
拡
大
す
る
と
い

う
予
測
を
記
載
し
て
い
る
。

な
お
、
国
際
貿
易
統
計
（
20
年
）
に

よ
る
原
料
の
平
均
単
価
は
、
ヘ
ン
プ
繊

維
が
１
９
３
・
２
円
／
㎏
、
ヘ
ン
プ
く

ず
が
１
３
１
・
６
円
／
㎏
、
ヘ
ン
プ
糸

が
１
２
７
４
円
／
㎏
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
ア
イ
ソ

レ
ー
ト
（
単
離
物
）
で
は
、
21
年
11
月

時
点
で
16
万
８
０
０
０
円
／
㎏
（
米
国

市
場
）
だ
っ
た
が
、
需
要
よ
り
供
給
が

過
多
に
な
り
価
格
の
下
落
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

全
草
利
用
を
開
発
の
中
核
に

報
告
書
で
は
ヘ
ン
プ
を
次
の
よ
う
に

紹
介
し
て
い
る
。

「
ヘ
ン
プ
は
用
途
が
広
く
、
多
目
的
な

作
物
で
あ
る
。
花
と
子
実
、
茎
、
葉
、

根
に
は
、
医
療
や
工
業
、
栄
養
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
が
あ
り
、
効
果
的
に
利

用
す
れ
ば
大
き
な
農
業
利
益
を
生
み
出

す
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
植

物
の
す
べ
て
の
部
位
の
利
用
（
全
草
利

用
）
が
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
で
の
開
発
戦

略
の
中
核
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」

注
目
し
た
の
は
、
国
連
機
関
の
報
告

書
で
、
ほ
か
の
農
産
物
と
大
き
く
異
な

る
ヘ
ン
プ
の
特
性
で
あ
る
「
全
草
利
用
」

に
言
及
し
て
い
る
点
だ
。
わ
が
国
で
も

栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦

前
は
、
繊
維
を
縄
や
紐
に
、
そ
れ
を
織

っ
て
衣
服
や
袋
を
つ
く
り
、
残
っ
た
茎

の
オ
ガ
ラ
は
茅
葺
屋
根
に
、
繊
維
く
ず

は
漆
喰
や
土
壁
に
、
燃
や
し
た
灰
は
携

帯
用
カ
イ
ロ
灰
に
、
種
子
は
食
用
に
、

葉
は
肥
料
に
、
根
や
花
穂
は
薬
に
と
無

駄
な
く
生
活
の
至
る
と
こ
ろ
で
使
わ
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
が
12

～
17
年
に
７
９
６
万
ユ
ー
ロ
（
約
10
億

円
）
を
投
じ
た
「
マ
ル
チ
ヘ
ン
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
収
穫

し
た
ヘ
ン
プ
の
全
成
分
を
使
っ
て
、
繊

維
、
オ
イ
ル
、
建
設
資
材
、
化
学
製
品
、

バ
イ
オ
燃
料
等
を
提
供
す
る
た
め
に
、

分
子
遺
伝
学
の
レ
ベ
ル
か
ら
最
終
製
品

の
実
演
に
至
る
ま
で
、
最
先
端
の
研
究

グ
ル
ー
プ
と
産
業
界
を
結
び
つ
け
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

は
生
産
段
階
と
加
工
段
階
に
分
け
て
モ

デ
ル
化
さ
れ
（
図
３
）、
経
済
的
な
付
加

価
値
と
と
も
に
、
輪
作
作
物
と
し
て
環

境
に
も
有
益
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て

い
る
。
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収
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図２：�FAO統計に基づくヘンプの栽培面積
（1961～ 2019年、千ha）

図３：�全草利用による�
ヘンプ・バリューチェーンの概念


